井原良忠：彫刻家　アースワーカー。兵庫県加古川市の里山（針葉樹が主体）で、製作活動や高校生
を対象にしたワークショップ、さらには緑化事業などを行う森林アーティスト。・・・・・・・・・
【プロフィール】
井原良忠：彫刻家Earth-Worker。
華道家元（実父）の環境下で育ち高校時代に師範免許を取得。両親の発病による流派改変後、一家離散。煽りをうけＯＳＫの舞台芸術などのアルバイトを経て木彫制作とコケの作品化を始める。二科会で特選受賞後フリーな彫刻家として独立する。里山にオープンスタジオを創設しランドアートを始める。現在、兵庫県姫路市の里山で「自然と人の関係」をテーマに、杉檜の針葉樹林帯に空間を創り立木と間伐材を融合させた作品を制作中。新しいスタイルの「里山のアート空間」が生まれる事を願っている。（森林浴・ヨガ・ワークショップetc）
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井原良忠：彫刻家　森林アーティスト。兵庫県姫路市の里山で「自然と人の関係」をテーマに、針葉樹林帯に空地を創り立木と間伐材が組合わせた作品を制作中。幼少時に華道家元（実父）の環境で育ち高校時代に師範を取得後、両親が大病を患い流派改変、一家離散。17歳でＯＳＫで舞台美術のアルバイト経験後、里山にスタジオを造成、欄間と環境彫刻（木、苔、石）を始める。1972年二科会で特選受賞、1995年ヨーロッパ公園美術館（リトアニア）の森に作品を設置。帰国後、里山の再生を願い全域のアート化を推進中。（ランドアート、森林浴（ヨガ）、炭焼き、クラフト、ワークショップなど）新しいスタイルの「里山のアート空間」
（注）

年齢が必要であれば下記のとおり。

1943年生まれ　76歳
現在、里山で制作中です。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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井原良忠：彫刻家　森林アーティスト。兵庫県姫路市の里山で「自然と人の関係」をテーマに、針葉樹林帯に空地を創り立木と間伐材が組合わせた作品を制作。幼少時に華道家元（実父）の環境で育ち高校時代に師範を取得、両親が大病を患い流派改変、一家離散。17歳でＯＳＫで舞台美術のアルバイト経験後、里山にスタジオを造成、欄間と環境彫刻（木、苔、石）を始める。1972年二科会で特選受賞後、公共彫刻の制作とコケ事業に専念。1991年～リトアニア、米国などに作品設置。2012年、里山の再生を願い全域のアート化を推進中。（ランドアート、森林浴、ワークショップなど）

（注）

年齢が必要であれば下記のとおり。

1943年生まれ　76歳
